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本展はウェブサイトのみでの開催となります。ご注意ください。 

「クリエイションの未来展」 第２３回  

隈研吾 監修企画  

「Multiplication」  
Powered by historia Enterprise 
 
会期：２０２０年８月８日（土）～９月３０日（水） 

展覧会 URL: https://livingculture.lixil.com/topics/gallery/g2-2008/ 
 

 

 

 

 

 
 

│本リリースに関するお問い合わせ先│ 

LIXIL ギャラリー（https://www.livingculture.lixil/gallery/） 

担当：水野慶子 大橋恵美 

TEL：03-5250-6530（2020 年 8 月末まで） 

03-3638-8021（9 月 1 日以降） 

E-mail．xbn@lixil.com 
 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、現在も臨時休館しております。 
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│「クリエイションの未来展」について│ 

LIXILギャラリーでは、日本の建築・美術界を牽引する 4名のクリエイター、清水敏男氏（アートディレクター）、

宮田亮平氏（金工家）、伊東豊雄氏（建築家）、隈研吾氏（建築家）を監修者に迎え、独自のテーマで現在進行形の考

えを具現化した「クリエイションの未来展」を開催しています。 

 

│本展について│ 
新型コロナウイルスの感染拡大により、公共空間での人やものとのかかわり方に変化が求められています。

「クリエイションの未来展」第 23 回隈研吾監修企画では、このような状況において、場所や時間にとらわれ

ず多くの人に届けられるオンライン展「Multiplication」を開催いたします。 

本展では、今年 9 月末に閉廊する LIXIL ギャラリー（東京）を 3D モデル化し、オンライン上に再構築され

た架空のギャラリーにて隈研吾展を開催します。展示では、ゲームの企画・開発・販売などを行う株式会社ヒ

ストリアのエンタープライズブランドである「ヒストリア・エンタープライズ」と協力し、ゲームエンジ

ンによる新しい 3D の表現を用いて、抽象化された隈氏の建築作品などを体験いただきます。バーチャル空間

での建築作品との出会いは、私たちに実際の建築では得られない体感と新しい視座を与えてくれるでしょう。 

2014 年より各監修者の現在進行形の考えを具現化し提示してきた「クリエイションの未来展」のフィナー

レを飾るにふさわしい、隈研吾氏による現在と未来を見据えた建築の新しいデジタル表現にご期待ください。 

 

│監修者からのコメント│ 
LIXIL ギャラリーの第 23 回クリエイションの未来展のプロジェクト。KKAA としては 6 回目の作品となる。 

今秋で閉廊となるギャラリーを 3DCG で再構築、過去 6 回の KKAA の作品のアーカイブ展示と KKAA 建築の新

しいデジタル表現を試みた。 

リアルタイムでレンダリングされるギャラリー内を歩き回る体験から、抽象化され分解された KKAA の建築が

目の前で再構築されるインタラクティブな経験ができることを目指した。 

場所と人、過去と現在、虚と実、さまざまな事象が掛け合わされた展示である。 

隈 研吾 

 

│開催概要│ 

隈研吾 監修企画 「Multiplication」 
U R L    https://livingculture.lixil.com/topics/gallery/g2-2008/ 

会 期   2020 年 8 月 8 日（土）～9 月 30 日（水） 

主    催    株式会社 LIXIL 

技術協力    ヒストリア・エンタープライズ（https://historia.co.jp/enterprise/） 

 

 

 

│オンライントーク│ 

「建築・デザインのこれから ―Multiplication, CONNECT/DISCONNECT―」 
 

登 壇 者 隈研吾（建築家）× 野老朝雄（美術家）× 豊田啓介（建築家、noiz） 

司会進行  青野尚子（編集者、ライター） 
＊収録したものを配信予定です。詳細は当サイトにてお知らせいたします。 
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│監修者略歴│隈 研吾 （Kengo Kuma） 
 

1954 年生。東京大学建築学科大学院修了。1990 年隈研吾建築都市設計事務所設

立。2009 年～2020 年 3 月、東京大学教授。2020 年 4 月より東京大学特別教授。 

1964年東京オリンピック時に見た丹下健三の代々木屋内競技場に衝撃を受け、

幼少期より建築家を目指す。 

大学では、原広司、内田祥哉に師事し、大学院時代に、アフリカのサハラ砂漠

を横断し、集落の調査を行い、集落の美と力にめざめる。コロンビア大学客員

研究員を経て、1990 年、隈研吾建築都市設計事務所を設立。 

これまで 20 か国を超す国々で建築を設計し、（日本建築学会賞、フィンランド

より国際木の建築賞、イタリアより国際石の建築賞、他）、国内外で様々な賞

を受けている。 

その土地の環境、文化に溶け込む建築を目指し、ヒューマンスケールのやさし

く、やわらかなデザインを提案している。 

また、コンクリートや鉄に代わる新しい素材の探求を通じて、工業化社会の後

の建築のあり方を追求している。 

 

 

 

 

│おしらせ│ 
 

LIXILギャラリーは2020年9月30日をもって、約40年に亘る活動を終了することとなりました。今までご愛顧を賜

りありがとうございました。 

今後は INAXライブミュージアム（愛知県常滑市）を中心に LIXILの文化活動を発信してまいりますので、今後ともよ

ろしくお願い申し上げます。 

 

 

 
LIXIL は、創業期のクラフトマンシップを今に語り継ぎ、常に建築家やデザイナ

ーと手を携え、機能性と洗練された美しさの融合を追求してきました。それこそ

が、私たちが掲げる「LIVING CULTURE」というコンセプトです。私たちは 

ミュージアム、ギャラリー、資料館および出版活動を柱とした文化活動を通し

て、ものづくりの技と心を次世代に伝え、斬新なアイデアを発信する場を提供

し、LIVING CULTURE を表現していきます。LIXIL は、ものづくりにこだわり、

ライフスタイルや時代に合った美しく機能的な製品を作り続けることで世界中の

人びとの豊かで快適な住生活の未来に貢献していきます。 
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